
 

 

 

  

令和６年３月 

桜堤保育園 
３月のほけんだより 

           

 

慌ただしく１年が過ぎ去ろうとしています。子どもたちはたのもしく成長し、たくさんの笑顔と元気な姿を見せて

くれました。元気に新年がスタートできるように残りの日々も病気や怪我に気を付けて過ごしましょう！ 

乳幼児は鼻と耳の奥をつなぐ耳管が大人に比べて、太く短く、

角度が水平に近いので鼻をすすって鼻水を鼻の中にためたまま

にするとウイルスや細菌が耳の奥に侵入し、副鼻腔炎や中耳炎

を引き起こす原因となります。 

 

これらを防ぐために鼻水はすすらず鼻をかんで出す習慣づけが

大切です。鼻かみによって鼻の入り口や鼻下がただれた場合は

保湿してくださいね。 

 

 

 

子どもの花粉症 

花粉症は年々低年齢化で発症する子どもが増え、早い子

どもだと１歳代で発症する子もいます。 

子どもが熱もないのにくしゃみや鼻水が止まらない場合

や、目のかゆみをともなう場合は花粉症かもしれません。

症状が長引くと中耳炎や副鼻腔炎の引き金になることも

あるため、受診することをおすすめします。 

 

受診先 花粉症かもしれないと思ったら 

・小児科・耳鼻咽頭科・アレルギー科 

・眼科（目の症状がひどいとき） 

 

お家でできること 

・マスクの着用 

・目をこすったり、汚い手で触ったりしないように注意 

を払う 

・衣類をよく払ってから室内にはいる 

・掃除機をかけて室内を清潔にする 

 
アレルギー予防で大切なこと 

■アレルギーの始まりは、皮膚からのアレルゲンの侵入

と言われています。保湿剤の日々のスキンケアは有効で

す。乾燥や湿疹などの皮膚症状があれば早めのスキンケ

アと湿疹の治療をすすめましょう。 

■アレルゲン（ダニ・ほこり・花粉など）の除去、うがい・手

洗いなどの感染予防、基礎体力の向上 

 

アレルギーマーチって知っていますか？ 

アレルギーマーチとは、成長とともに更に新しいアレル

ギーを発症していく流れのことです。 

アレルギーがある子どもは、他アレルギー 

マーチを視野に入れて成長を見守る 

必要があります。  

 

子どもの耳掃除の仕方 

・耳あかは自浄作用で自然と外に押し出されていきます。 

そのため耳掃除は入り口付近１センチほどに見える耳あかを

赤ちゃん用の綿棒でやさしく拭き取るだけで十分です。 

・かさかさした状態の耳あかはお風呂上がりの耳の中が湿っ

た状態の時にすると取りやすいです 

・頻度は月２～３回程度。  

今月の感染症 

インフルエンザ ５名 溶連菌感染症 ４名 

引き続きインフルエンザには十分気をつけましょう！ 


